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～“健康”と“海外”で成長を加速～
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１．本日の発表内容及び目的について

健康を基軸とした新しい価値ある製品・サービスのグローバル展開

味の素社とカルピス社は株式交換によるカルピス社の完全子会社化に合意

株式交換比率 １ ： ０.９５
（カルピス社普通株式１株に対し、味の素社普通株式０.９５株を割当て交付）
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２．両社を取り巻く経営環境

高付加価値製品・

サービスの提供
海外展開ブランド強化

グローバルでの消費者
の健康志向の高まり

医療費抑制
治療から予防へ

業界再編に伴う
流通の大規模化

国内食品・飲料市場
の成熟化

グローバルでの
食品・飲料業界の
再編の加速化
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３．味の素社の原点とその展開

うま味、コク味調味料
甘味料

呈味機能研究

栄養機能研究

味の素社の原点
アミノ酸
植物系素材

伝統素材
生理機能研究

食品素材

医薬品
化成品

製法研究

発酵技術
酵素技術
合成技術
食品加工技術

医療用途食品

輸液、経腸、動物栄養
生活習慣病
ＱＯＬの向上
代謝促進･正常化機能

栄養・消化吸収
抗メタボリックシンドローム
抗ストレス
抗アレルギー
スポーツ生理（科学）
美容
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４－１．カルピス社の原点とその展開

カルピス社の原点

「カルピス酸乳」

乳酸菌などの微生物

おいしさの探求

発酵がもたらす風味の研究

独自技術によるおいしい飲料の開発

有用微生物の探索

「Ｌ－９２乳酸菌」
抗アレルギー作用
プロバイオティクス
畜産用生菌剤「カルスポリン」
生産性の改善

乳酸菌のさらなる

可能性の追求

「カルピス酸乳」の研究

バイオジェニックス
「ＬＴＰ」・「アミールペプチド」
血圧調整作用
新しい機能性食品・化粧品素
材への活用
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乳酸菌ライブラリー

抗メタボリック

シンドロームなど

アンチ
エイジング

抗ストレス

抗アレルギー

など

生活習慣病
予防

体調・体質
の改善

皮膚機能の改善
認知障害の予防

４－２．乳酸菌のさらなる可能性
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「カルピス」 （コンク）

「カルピスウォーター」

「カルピスソーダ」

「フルーツカルピス」

情緒

〈作る、楽しい、家族〉

おいしさ

〈自分好みの〉

安心感・親しみイメージ

安全・高品質

甘ずっぱい独特のおいしさ

〈初恋の味、さわやか〉

なじみがある・伝統感

〈白、水玉〉

おいしさ

〈いつでもどこでも〉

情緒

〈青春、恋、友人〉

４－３． 「カルピス」ブランドの価値

乳酸菌飲料の

健康価値
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「ジーノ® マイジーノ ビューティーライフ
アミノブラン サプリメント」発売

インドネシア合弁事業1の設立

タイ合弁事業2の設立

５．これまでの両社の協力関係

長年の協力関係を背景に形成された両社の信頼関係は強固

１９９０～

広告媒体の共同購入や共同配送

人的交流、研究・開発に関する交流業
務
提
携
契
約
締
結

海
外
展
開

CALPICO Mini

Birdy

乳酸菌
×
アミノ酸

健
康
・
美
容
関
連 「ジーノ® ブランフィア®」発売

２００６～

医療食「カルピスゼリー」発売

味の素社、カルピス社の総発売元へ
「カルピスウォーター」の
大ヒット

「アミノバイタル」ドリンク事業移管

２００３～

1 味の素カルピスビバレッジインドネシア社（出資比率： 味の素社50％、カルピス社50％）。１９９４年設立。
2 タイ味の素カルピスビバレッジ社（出資比率： 味の素グループ60％、カルピス社40％）。１９９７年設立。
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６－１．シナジー創出モデル

ＱＯＬ改善の対象領域の拡大

アミノ酸 乳酸菌×

健康機能性食品・飲料

医療・介護食

両社ブランドの活用

チャネルの活用

素
材
事
業

（B
to
 B
)

海
外
展
開B

 to
 C

食品 飲料

高齢者向け食品・飲料

幼児・子供向け健康飲料

栄養補助食品

サプリメント

美容

スポーツドリンク
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食品

乳性を
中心と
した
飲料

アミノ酸

機能性
ペプチド
機能性
乳酸菌

製品シーズ R&D

アミノ酸
植物系素材
伝統素材

カルピス酸乳
乳酸菌
ペプチド

・栄養機能研究
・呈味機能研究
・生理機能研究
・製法研究

ペプチド
乳酸菌
研究

様々な
食品製品
開発

飲料
開発

味
の
素
社

カ
ル
ピ
ス
社

研究
（技術開発）

開発
（製品開発）

６－２．シナジー創出モデル（価値連鎖視点）
両社の豊富な経営資産の徹底活用

企業ブランド 販売

B to C B to B

生産

食品製造
技術等

飲料製造
技術

リテール・業務用
・通販

リテール・業務用
・通販
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６－３．シナジー創出モデルの例：
「ジーノ」：化粧品、サプリメント、飲料(２００７年３月）

製品シーズ R&D

味
の
素
社

カ
ル
ピ
ス
社

研究
（技術開発）

開発
（製品開発）

ブランド 販売

B to C B to B

生産

化粧品
技術

飲料化
技術

アミノ酸

ペプチド
「ＣＭＰ」

皮膚研究
（ヒト試験）

皮膚
基礎研究
（試験管
レベル）

化粧品化

飲料化

美白
化粧品

美容飲料

「ＣＭＰ」：カルピスミルクペプチド

「ジーノ
ブランフィア」 「ジーノ」通販

「ジーノ
モイストサポート」
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味の素グループの広範な海外ネットワークを活用し、カルピス社の海外事業を拡大

７．海外展開の加速化

味の素グループは現在２３の国・地域で事業を展開

※味の素社及びカルピス社の主な海外拠点

米系チェーンでの
ＣＡＬＰＩＣＯ テスト
マーケティング実施

（米国）

「可爾必思（カルピス）」
ブランドの展開

（台湾）

「可尓必思（カルピス）」
のテストマーケティング実施

（中国）

Birdy の販売

（タイ）

缶コーヒーの
テスト販売実施

（ベトナム）

ＣＡＬＰＩＣＯ Ｍｉｎｉ
の販売

（インドネシア）

ameal bp の販売
「カルスポリン」の販売

ドイツ

ベルギー

フランス

ロシア

インド

タイ

インドネシア

マレーシア

ペルー

ブラジル

台湾

ベトナム

中国（香港）

中国（上海）

中国（北京）

ナイジェリア
フィリピン

米国
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８．期待されるシナジー領域（まとめ）

２０１２年度に

営業利益倍増

両社の素材、技術、製品領域を活用し、健康機能性飲料・食品の

品揃えを強化

医療・介護分野でも、両社の素材、開発技術を活用し、事業化を

図る

研究開発の協業による新たな健康素材を開発

健康素材バルク事業の拡大

相互のブランドを活用し、健康機能性食品、飲料事業を拡大

味の素社およびカルピス社それぞれの取締役および幹部職員によるシナジー検討委員会を発足
し、シナジーの早期実現を図る

健
康
事
業
領
域
の
拡
大

味の素グループの販売チャネルを活用した海外での飲料及び健康

事業の強化

海
外
展
開

の
加
速
化

両社の営業経費、物流経費、調達コスト、管理部門コスト等の見直

しを行い、最適なコスト体制を確立

効
率
化
に
よ
る

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

味の素社の経営資源を活用した飲料事業の強化

カルピス社の健康イメージ及び乳幼児、子供、若年層への高いブラ

ンド浸透力の食品への展開

「
カ
ル
ピ
ス
」

ブ
ラ
ン
ド
の

活
用
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９．本件のスキーム

案件概要

株式交換によるカルピス社の完全子会社化

株式交換比率：カルピス社普通株式1株に対して、味の素社普通株式０．９５株を割当て交付

２００７年６月６日の両社株価ベースの交換比率に対し２１．２％のプレミアム

現状現状 株式交換株式交換 株式交換後株式交換後

味の素社株主

味の素社以外
の株主

味の素社

カルピス社

100％

73％27％1

味の素社株主

味の素社以外
の株主

味の素社

カルピス社

味の素社株式

カルピス社株式

味の素社株主
元カルピス社
株主

味の素社

カルピス社

100％

1 議決権ベース
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１０．株式交換までのスケジュール

株式交換決議取締役会（両社） 平成１９年６月１１日（月）

株式交換契約締結 平成１９年６月１１日（月）

株主総会基準日（カルピス社） 平成１９年６月３０日（土）

株式交換承認株主総会（カルピス社） 平成１９年８月２９日（水）（予定）

株式売買最終日（カルピス社） 平成１９年９月２１日（金）（予定）

株券上場廃止日（カルピス社） 平成１９年９月２５日（火）（予定）

株式交換の効力発生日 平成１９年１０月１日（月）（予定）

株券交付日 平成１９年１１月下旬（予定）

本株式交換は、味の素社については、会社法第７９６条第３項の規定に基づき簡易株

式交換の手続きにより、株主総会の承認を得ずに行う予定です。



16

【ご参考】 両社概要（連結ベース）

売上高

営業利益

営業利益率

総資産

純資産

従業員数

１兆１，５８５億円

６３８億円

５．５％

１兆 ６１７億円

６，０７６億円

２４，７３３名

１，２０４億円

５４億円

４．５％

９７５億円

５６６億円

１，３３０名

味の素社

（平成１９年３月期）

カルピス社

（平成１８年１２月期）


